
持続可能な簿記会計教育
～指導者および学習者の視点に立って～

兵庫県立姫路商業高等学校

教諭 岩本 淳悟



本発表は、

昨年８月に開催予定であった

「第50回関西商業教育研究大会滋賀大会」

で発表する予定だったものを

加筆・修正したものです



兵庫県の商業教育の現状



兵庫県高等学校教育研究会商業部会

および

兵庫県高等学校商業教育協会について





兵庫県における商業系高等学校等の概要

（商業教育協会 加盟校数）

全日制 定時・多部制 通信制

単独商業高校 公立 3 1 0

私立 1 0 0

商業科設置校 公立 8 1 0

私立 2 0 0

商業科目履修校 公立 28 3 0

私立 1 0 0



兵庫県公立学校教員採用試験における

商業の採用状況（神戸市を除く）

80

65

76

57

49 48

39
44 46

4 3
8

3
6 5 3

6
10

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

(倍)(人)

(年度実施)
受験者数 最終合格者 倍率

兵庫県教育委員会事務局 教職員課 採用ページ資料より作成



若年層の増加
↓

知識技術の伝承



全国どこの自治体も

同じ問題を抱えているのでは？



「指導者」側の視点より



研修の在り方について



みなさまに質問

「研修」とは何か？



研修とは

職務上必要とされる知識や技能を
高めるために、ある期間、特別に
勉強や実習をすること。

また、そのために行われる講習。

出典：デジタル大辞泉（小学館）



教育公務員特例法

第21条
教育公務員は、その職責を遂行するため
に、絶えず研究と修養に努めなければならな
い。

第22条
教育公務員には、研修を受ける機会が与え
られなければならない。



なぜ「研修委員会」が発足したのか



商業教育 ≠ 社会のニーズ

若年層の増加 → 知識技術の伝承

新たな商業教育を

主体的に作り上げる人材育成が必要



研修部会自体を教員の研究・研修の場

リーダーシップ育成の場と位置付ける



「持続可能」な
簿記教育とは何か？



持続可能（維持・継続）

単発で終わることが無いように

引き続いて受講できるように

これまでやってきたことを関連付けて





指導者は絶えず学び続けないといけない

簿記会計は生き物



これまでの活動について

（２０１８～２０２１年）



２０１８年度実施の研修

・戦略マネジメントゲーム体験

・研修活動先進県の視察

・戦略マネジメントゲーム実践見学



戦略マネジメントゲーム体験
（８月 姫路情報システム専門学校）



戦略マネジメントゲーム（戦略ＭＧ）とは？

一方的に受講者に知識を伝達する従来の講義
スタイルとは異なり、参加者ひとりひとりが
ゲーム形式で会社を起業し経営し、経営活動
のさまざまな意思決定を実践していく能動的
学習（アクティブ・ラーニング）

戦略MG研究所「戦略MGとは」より



導入の背景

簿記・会計・原価計算・管理会計の分野を
総動員した学びの展開

↓

指導者・学習者の両者にとって
有意義な授業が展開できるのでは？



実際に所属校で実践し、見学をしてもら
い、

どのように展開をすればよいかについての

研修会を持ちたいということになった



岡山県高等学校商業教育協会
会計分野研究委員会 視察

（１０月 倉敷商業高等学校）



学習会立ち上げの経緯

簿記会計の指導内容が大きく変化

→ 研修機会の必要性

指導者のスキルアップを後継者の育成



学習会（研究会）の内容

日商簿記１級（商会・工原）

→レベル的に参加しにくい…

日商簿記２級の改定範囲

全商簿記の指導法



実施状況について

2002年度に私的学習会として発足

2008年からは研修委員会となる

講師は委員会の委員が務める

問題点

出張扱い・勤務の振り替えが難しい



成果と課題

委員が講師を務める

→自覚とリーダーシップの発揮の場へ

参加者が固定・若手中心

中堅教員の学び直し・後継者育成ができていない



受け身の研修会

↓

考える・行動する研修会への転換が必要



従来の研修
「受け身」

研修委員会の中での研修
「能動的（アクティブ）」



まずは授業で
考える・行動するを
実践してみる

簿記におけるアクティブラーニング



授業（３年・財務会計Ⅱ）における
戦略ＭＧ導入の背景

全商会計実務検定（１０月）の受験後、
今までに学習した簿記会計の知識を使い、
様々なことを考える機会を与えたい

↓

アクティブラーニングの実践





全員全商簿記１級を取得済み
管理会計履修中生徒あり
アクティブな生徒多い

↓
理解が早く、ゲームに集中



授業実践の見学

戦略ＭＧの導入効果検証

専門家とのディスカッション

興味を持ってもらうための研修会



戦略マネジメントゲーム実践
（１２月 兵庫県立小野高等学校）



姫路商業高校

授業内で取り入れている





２０１９年度実施の研修

・ＭＧ大会への参加および運営法視察

・対話を取り入れた研修



ＭＧ大会への参加

日本大学商学部でのＭＧ－１











対話を取り入れた研修 ①







グループワークやディスカッションのある簿記の
研修会は初めてでしたが、良い刺激を受けました

グループでの意見交換は学校のレベル、生徒の状況
をふまえて指導法を変えていく必要があるので大変
役立つ

講義形式とグループワークを両方とり入れて研修を
行うのも良いかと思います



「講義形式」と「グループワーク」の
両方を取り入れた研修会を実施



講義形式＋グループワーク ①



講義形式＋グループワーク ②



前半の講義と後半の問題演習で理解が深まった

午後のグループワークで解き方の共有ができてよかった

教える・理解させる・得点させることについて協議が
できてよかった

グループワークの主旨を紙で欲しかった

初任や講師向けのものがあればありがたい



２０２０年度実施の研修

・従来の受動型研修会

・ＩＣＴを活用した教材研究研究会

・コンピュータ会計研修会

新型コロナウイルスの影響を受けた１年



ＩＣＴを活用した教材研究研究会

緊急事態宣言による臨時休業で
ＩＣＴを活用したオンライン授業が急加速

↓
学校・教員によって温度差が大きい





指導者（教員）の視点

授業準備が大変
ＩＣＴ機器を使いこなせない

学習者（生徒）の視点

対面で授業を聞きたい
いつでも復習がしたい



生徒に還元できるような
ＩＣＴ教材を作成し
全県で共有しよう

生徒にもプラス
教員にもプラス



商業高校フェア内で
ＩＣＴ簿記教材作成講座を企画

新型コロナウイルスの影響で中止
（参加希望者なし…）



コンピュータ会計研修会

新学習指導要領 簿記

（5）記帳の効率化
イ 会計ソフトウェアの活用
ここでは、会計ソフトウェアを活用することの利点及
び会計ソフトウェアを活用して効率的に取引の記録と財
務諸表の作成を行う方法について扱い、基礎的な活用方
法に関する実習を取り入れる。

文部科学省 高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説 平成 30 年 7 月より



教科書によって
扱うページ数の幅が広い

重要視されているのか？



都道府県名
聞き取り

学校名

会計ソフト

使用の有無
その他ソフト 現状や今後の展開

愛知県 新城有教館 × － 愛知県ではあまり盛んではないらしい

青森県 六ケ所 × － これから議論される案件ではあるが、県委員会を開催できていない

愛媛県 今治北 × － －

大阪府 岸和田市立産業 ○ － 弥生会計、課題研究内で実施（出張扱いで視察受け入れ可能）

岡山県 倉敷鷲羽
10年ほど前はあった

（学校設定科目と総合実践）
－ 今年度からの研究会で研究をしようかと考えている

香川県 高松商業 △× － 弥生会計を以前したことがある

鹿児島県 鹿児島女子 × 実践くん 実践くんを使用しているところはあるかもしれない

滋賀県 八幡商業 × － やっていない（各県の取り組みに任せようという話題をいただいた）

昨年度 岩本調査



都道府県名
聞き取り

学校名

会計ソフト

使用の有無
その他ソフト 現状や今後の展開

静岡県 浜松商業 × － 議論はしている（予算面等の制約）

東京都 芝商業 × 実践くん 検定指導に追われて実施できない

広島県 県広島商業 × － 総合実践でやりたいな…で終わっている

福岡県 久留米商業 × － 令和４年度よりソフト入れて実施予定あり

福島県 郡山商業 ○ － １校実施しているらしい

北海道 福島商業 × － 今後、弥生会計を入れる方向だが、さわりだけ

三重県 津商業 × エクセル エクセルに仕訳入れると財務諸表等が作成される自作のものを使っている

山口県 山口県桜ヶ丘 × － 検定が多いので指導できない

大分県 宇佐産業科学 ○（大分爽風館・三部） － 三部の学校設定科目にＣＰ会計（１単位）あり

昨年度 岩本調査



会場・講師も決定したものの
新型コロナウイルスの影響で中止

しかし、需要は高いと見込む



２０２１年度実施の研修

コンピュータ会計および

戦略ＭＧの演習

（兵庫県立教育研修所の講座）



商業科教育講座（Ａ）

（兵庫県立教育研修所主催）

５年研・中堅研を兼ねる

研修委員会メンバー２名がサポート



演習 コンピュータ会計と簿記教育
－会計ソフトウェアの基礎的な活用－



演習 経営戦略思考と会計思考を深める
シミュレーションの基礎

－戦略マネジメントゲームの体験を通して－



受講者の感想（一部）

検定メインの授業になりがちなので、取り入れて少し
でも生徒が社会に出たときに役立つ知識や技術を身に付
けさせたい。

検定だけでなく、その先を見据えて実態に応じた指導
法を模索したいと思いました。
今商業科に求められることを、教員自身常に向上でき
る心構えを持ち、今後の指導に役立てたいと思います。



検定だけでなく、学習した知識や技能を生徒が活用し
たり、再認識できる機会を授業で作ることが必要ではな
いかと考えました。

これらを活用して、検定取得だけではなく、「なぜ」
「どうして」を追求していく生徒を育てていきたいと
思った。

検定取得のためだけの学習ではなく、より社会に貢献
できるような内容を教えていくことが、商業の教員の努
めであると改めて実感することができる１日でした。



検定試験は「手段」であり
「目的」ではない



ここまでは
「指導者」側の視点



ここからは
「学習者」側の視点



（再掲）

検定試験は「手段」であり
「目的」ではない



生徒達が
「簿記会計を勉強して楽しい！」
「簿記会計の知識を活かせる！」

と思える瞬間を



大学教授の話 ①

マーケティングゼミは人気がある

理由
商品開発などで自分が
考えたものが形になる



大学教授の話 ②

会計ゼミは人気がない

理由
数字ばかり扱うから



大学教授の話 ③

推薦入試の面接
「簿記会計を勉強したい」

入学後
マーケティングゼミへ所属…



簿記会計 マーケティング



研究対象の企業

神戸物産
（食品スーパー）

本社：兵庫県加古川市

関西スーパー
（食品スーパー）

本社：兵庫県伊丹市

ライフ
（GMS）

本社：大阪市淀川区, 東
京都台東区

ヤオコー
（食品スーパー）

本社：埼玉県川越市

ハローズ
（食品スーパー）

本社：広島県福山市
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研究対象企業の経営成績

全体的に売上高は増加傾向にあり
コロナ禍でも好調が持続している

神戸物産とヤオコーの増加が著しく
直近はライフの増加が顕著である

総額表示による比較は企業の規模の差が埋まらない。そこで…

出所：各社有価証券報告書



研究対象企業の経営成績
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神戸物産の良さが
光っている

ヤオコーとハローズも
安定している

出所：各社有価証券報告書



神戸物産の事例

•鮮度管理が必要な商品は扱わない
☞賞味期限の長いものが多いため、在庫管理が容易になる

★オペレーションが複雑にならないほか省力化しやすくなる

•流通コストカットを実現する
☞低価格での販売が可能になる

取引総量が増えるにつれ仕入原価の削減
が可能になり、継続的にコスト削減に挑
戦することができるようになる

ネーミングの良さも
相まって、幅広い
人々から支持されて

いる



神戸物産の事例
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キャッシュフローの推移（神戸物産・連結）

営業CF

投資CF

フリーCF

売上高営業利益率の好調と相まって、
安定した営業CFの獲得が実現

大胆な投資の内容は？ 本社移転に伴う設備の新設
（稲美町から加古川市に移転）

肉の加工技術が優れた冷凍食品
企業（山口）を特定子会社に

良質な国産鶏肉を供給する企業
（岡山）を子会社に

PB商品の自社開発のために積極的に食品メーカーを
グループ傘下にして競争力を高めている

商品の企画や提案力の
向上が実現できる仕組み
構築に余念がありません

出所：同社有価証券報告書



有価証券報告書の利用



地域の企業を知ることで
地元を考えるきっかけに



大会テーマ

「地域の担い手を育て、
地域創生に貢献するビジネス教育」

会計分野は地域の何に貢献できるのか？



財務分析の活用

財務会計Ⅰで財務分析手法を学習する



財務分析の活用

地域の上場企業であれば、IRサイトや
EDINET等で有価証券報告書を閲覧する

ことができる



姫路市の上場企業

など合計１３社



滋賀県の上場企業

など合計１１社



京都府の上場企業

など合計７１社



大阪府の上場企業

など合計４４２社



奈良県の上場企業

など合計６社



和歌山県の上場企業

など合計１０社



財務分析の活用

工場見学や企業訪問
↓

財務諸表の面から様々な質問ができれば、
高校生から見たコンサルティングもできる

↓
地元企業に何らかの貢献ができる



問題点①

上場企業は会計情報を開示しているので
財務分析がしやすい

↓
高校生は監査法人社員等でないので

一蹴される可能性は高い



問題点②

非上場企業は会計情報を開示していない
↓

会計情報が入手できない可能性が非常に高く
学びを生かせない可能性が高い



姫路市近隣の非上場企業
（たつの市）



非上場企業の会計情報の入手

ＴＫＣ月次指標
（月次ＢＡＳＴ）



https://www.tkc.jp/tkcnf/bast/monthly/



中小企業を中心とした
会計情報の入手は困難

月次ＢＡＳＴであれば
大きなくくりで推移を捉えられる



非上場企業の会計情報を使った
地域間分析

兵庫県と北海道との比較



なぜ兵庫県と北海道にしたのか

素材Library.comより



人口が似ている

兵庫県 ５４４万人

北海道 ５２１万人

RESASやe-statの活用の可能性



兵庫県市町振興課企画班より



瀬戸内側に人口集中

阪神間 １５０万人

神戸市 １５０万人

明石以西 １５０万人

地理の面から考察



北海道庁ホームページより



人口の分散

札幌市 ２００万人

札幌市近郊 ４０万人

旭川市 ３２万人

函館市 ２６万人

地理の面から考察



非上場企業の会計情報の分析例 ①－1

出典 「ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）」（ＴＫＣ全国会発行）

最初の緊急事態宣言 コロナ前の水準には回復していない



非上場企業の会計情報の分析例 ①ー２

出典 「ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）」（ＴＫＣ全国会発行）

最初の緊急事態宣言 それほど深刻ではなさそう



非上場企業の会計情報の分析例 ②ー１

出典 「ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）」（ＴＫＣ全国会発行）



非上場企業の会計情報の分析例 ②－2

出典 「ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）」（ＴＫＣ全国会発行）



非上場企業の会計情報の分析例 ③－1

出典 「ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）」（ＴＫＣ全国会発行）

最初の緊急事態宣言

コロナ前の水準に回復している



非上場企業の会計情報の分析例 ③－2

出典 「ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）」（ＴＫＣ全国会発行）

最初の緊急事態宣言

思ったより回復していない



非上場企業の会計情報の分析例 ④－1

出典 「ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）」（ＴＫＣ全国会発行）



非上場企業の会計情報の分析例 ④－2

出典 「ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）」（ＴＫＣ全国会発行）



人口集中 or 人口分散

地域の特性を考えるきっかけに



月次ＢＡＳＴを利用すれば
地域の企業の財務分析も不可能ではない



商業科での学びを知ってもらうには
絶好の機会



簿記会計の知識で
地域問題の解決への糸口を



持続可能な簿記教育

今後何が求められているかを
常に考える必要がある

一歩先を向いて





ありがとうございました


